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1.　はじめに
　国際連合食糧農業機関 (FAO) は、2013 に Edible insects:Future prospects for food and 
feed security」（以後 FAO 報告書とする）を公表した。この報告書は、食料や飼料とし
ての昆虫の利用が全世界的にさらに広まり、食料問題の解決の一助となる可能性を示して
いる。報告書の構成は以下のようである。
1.    序論　 2.    昆虫の役割　 3.    昆虫食の文化、宗教、歴史　 4.    資源としての食用昆虫
5.    食料および飼料としての昆虫飼育の環境的側面　　6.    昆虫の栄養的価値
7.    飼料としての昆虫　　8.    昆虫養殖　　9.    食用および飼料のための食用昆虫の加工
10.  食品安全および保存　　11.  生活改善の推進役としての食用昆虫
12.  経済性：現金収入、産業推進、市場・貿易　　13.  飼料・食料として昆虫を広める
14.  食料安全保障のための昆虫の使用の規則の枠組み　　15.  将来に向けて


























報告書では、The FAO/INFOODS food composition database for biodiversity が紹介さ








　文献によるとメキシコでの 78 種類の昆虫を対象としたデータでは、100g 乾燥重量
当たりのカロリーは、293 ～ 762kcal の範囲とある。トノサマバッタの例では、598 ～
816kcal/100g 乾燥重量の範囲とされている。
　図１に、地域別に各種 14 種類の昆虫のエネルギー量を比較して示した。このデータで
は、生鮮物の 100g 当たりであり、89 ～ 1,272kcal/100g 生鮮重量の範囲にある。成虫以外
に変態の段階の異なるものも含む。ツムギアリの数値が 1,272 と突出しているのが特徴的
であり、それを除くと最大値は、シロアリの 535 となり、タイ：バッタ、生とタイ：カイコ、
蛹が 100 未満でこの中では一番低い値となっている。外れ値 1,272 を除いた平均値は 220
となり、中央値をとると 163 となる。第１四分位数と第 2 四分位数の差が 38 であるのに
図１　地域別にみた各種昆虫のエネルギー量の比較
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対し、第 3 四分位数と第２四分位数の差が 192 となり、中央値以上の値にばらつきが大き
い傾向となっている。ちなみに、加工品であるので直ちには比較できないが、日本食品成



















　哺乳類、爬虫類、魚類、エビ、イカのたんぱく質含量が、大体、10 ～ 30g/100g の範囲
にあるのに対し、昆虫はその範囲、あるいは、それ以上と、たんぱく質含量が広範囲にあ
図２　昆虫の分類別の粗タンパク質含量の範囲
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ることを示している。昆虫のなかでも、図３で昆虫（３）と示した、メキシコで食用とさ







ているが、成虫になると 21.4g/100g 生鮮重量 となり増加する傾向がみられる。
図３　昆虫＊、爬虫類、魚類、哺乳類のタンパク含量の比較





























　　　バッタ、生 (Zonocerus variegatus) ナイジェリア
　　　FAO 報告書 Table 6.4 より作図
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が豊富な蛾の幼虫が紹介されている。これは、Australia’s witchetty grub というもので、
広義には、オーストラリアにおいて、大きく、白い、木材を食する蛾や甲虫類の幼虫を指








　　　Ruspolia differens : 食用バッタ；Rhynchophrus phoenicis : アフカヤシオサゾウムシ；
　　　Macrotermes sp.:  シロアリ； Imbrasia sp.： ヤママユガ幼虫； 
　　　Zonocerus variegates ：班入りバッタ
　　　FAO 報告書 TABLE 6.5 より作図
図６　カメルーンで消費された食用昆虫の脂質当たりの主な脂肪酸組成　　　　　　
1 パルミトオレイン酸 MUFA；2  リノール酸 PUFA；3  α - リノレン酸 PUFA；
4  オレイン酸 MUFA；5  γ - リノレン酸 PUFA；6  パルミチン酸 SFA；7  ステアリン酸
SFA: 飽和脂肪酸；MUFA： 一価不飽和脂肪酸；PUFA： 多価不飽和脂肪酸



























オサゾウムシ（Rhynchophorus phonicis）は、26.5mg /100g 乾燥重量である。
　2.7　ビタミン類
　FAO 報告書が示すデータでは、一般的に、昆虫には、ビタミン B1（チアミン）が乾燥
重量 100g あたり、0.1 ～ 4mg/100g 乾燥重量の範囲で含まれ、B2（リボフラビン）が 0.11
～ 8.9mg/100g 乾燥重量の範囲とされている。他の食品との比較として、全粒粉パンの、
ビタミン B1 が、0.16mg/100g、B2 が 0.19mg/100g というデータが示されているので、昆虫は、














ビタミン E は、ヤシオオオサゾウムシ幼虫で、α - トコフェロールが、35mg/100g、β
+ γｰトコフェロールが、9mg/100g というデータが示されている。また、カイコの凍結
乾燥粉末における、ビタミン E 含量、9.65mg/100g という数値からも相対的に高いレベ
図７　ヒトの推奨量（DRIs）とヤママユガ幼虫 (Imbrasia belina) の無機質含量の比較
　　　DRIs：recomemded dietary allowance and adequate intake,minerals,Food and
　　　Nutirtion Board,Institute of Medicine,Natinal Academies.
　　　 DRIs　　 ヤママユガ幼虫　　 %（ヤママユガ幼虫 /DRIs）
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ルとされる。FAO 報告書で示されているヒトでの推奨量、15mg/ 日 や日本人の食事摂
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図９　ミルワーム (Tenabrio molitor) と牛肉のアミノ酸含量の比較
　　　 ミルワーム　　 牛肉





























































































　養魚でも Acridids は有効であり、魚粉だけと魚粉の 50％を代替したものを比較して
も遜色ないとしている。日本では、ウズラの飼料としての有用性があるとされ、魚粉の
50％を代替したものと魚粉だけを比較すると前者で卵の生産性は顕著に高くなった。
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